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基本方針Ⅴ 評 価

地域の魅力を高める

文化・スポーツの振興 ○

評 価

１ 佐渡世界遺産登録の推進
A

目指すもの

400年以上にわたる金銀採掘の歴史を持つ佐渡金銀山を郷土の貴重な宝と

して守り伝えるため、推薦書案の作成と全県的な気運醸成を進め、平成29

年度の世界遺産登録を目指します。

〔ここに注目！！〕

・世界遺産登録に必要な国文化財指定手続きをすべて完了するとともに、国へ世

界遺産推薦書原案を提出

展 ① 登録に向けた文化財指定の促進と推薦書案の作成

開 ○ 佐渡金銀山資産の保護体制の確立に向けて、佐渡市の取組を引き続

方 き支援するとともに、完成度の高い推薦書案を作成し国へ提出する。

向 ② 普及・啓発活動の強化

○ 「佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会議」による活動の輪を広げる

とともに、国際シンポジウムや出前授業等を通じて、佐渡金銀山の世

界的価値や登録活動についての理解促進と全県的な気運醸成を図る。

③ 登録後の保全・活用に向けた行動計画の策定

○ 構成資産の将来的な価値保全と活用を目指した行動計画を策定する。

１ 文化財指定と推薦書案の作成

執 ・世界遺産登録に必要な国文化財指定は、平成26年度にすべて完了した。

行 ・推薦書案（原案）を完成させ、平成27年３月25日に国へ提出した。

の ２ 普及啓発活動

状 ・世界遺産県民講座の開催 参加210人

況 ・現地親子見学会の開催 参加32人

・連続講演会（県内３会場）の開催 参加709人

・世界遺産フォーラムの開催 参加226人

・出前授業・出前講座の実施 62校・28団体

・世界遺産啓発ポスターコンクールの実施
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・解説パネルや啓発ポスターの巡回展示

・ＪＲ新潟駅等での横断幕の掲出

【啓発ポスターコンクール入賞作品】

３ 保存・活用行動計画の策定

・県と佐渡市で「行動計画の基本的方向性」を取りまとめた。

【成果】◇ 平成27年度の推薦資産選定に向けて、国からの推薦を受ける

評 ための条件は整った。

◇ 「佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会議」の会員団体数が、

価 発足時(平成26年2月)の789団体から1,173団体(平成27年3月末)

まで拡大し、各団体において様々な取組が行われているほか、

講演会や出前授業等の参加・受講者数も着実に増加しており、

県民の関心が高まっている。

＜世界遺産登録推進関連 講演会・講座等への参加者数＞

【課題】◇ 世界遺産登録に向けて、佐渡金銀山の価値と登録に向けた取

組に関する国内外の認知度の一層の向上を図る必要がある。

◇ 世界遺産登録後の遺跡の保存と活用に向けて、実効性の高い、

具体的な行動計画を策定する必要がある。

今 ○ 佐渡金銀山の価値と登録活動をより広く周知するため、首都圏での国

後 際シンポジウムの開催などのほか、首都圏企業・団体にも支援の輪を広

の げていく取組等、普及啓発活動の一層の推進に努める。

対 ○ 県、佐渡市、民間関係団体等で構成する「『佐渡金銀山』保存・活用

応 行動計画策定協議会」を立ち上げ、資産の保全とともに、全県的な視点

で交通アクセスや宿泊、周遊ルートなど受入体制の整備等に関して、官

民協働による行動計画を策定する。

H22 H23 H24 H25 H26

講演会・講座等
参加者数

845人 723人 1,074人 1,026人 1,145人

出前授業（講座）
実施件数

49件 55件 48件 54件 90件
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評 価
２ 文化財の保護・活用

B

目指すもの

郷土の貴重な宝である文化財を保護するとともに、積極的な公開・活用

を図ることにより、県民のふるさとを愛する心と文化財愛護の精神を醸成

します。

〔ここに注目！！〕

・越後国域確定1300年事業を通じて本県の歴史を多くの県民に提供

展 ① 文化財の調査と指定

開 ○ 文化財の計画的な調査の実施と、毎年４～５件程度の県指定を行う。

方 ② 指定文化財の保存と継承

向 ○ 有形文化財や記念物を適切に保存するため巡視等を行うとともに、

保存整備等の支援を効果的に進める。

○ 無形文化財を次世代へ確実に伝承させるため、伝承者養成事業の支

援を推進し、その成果を県内外で発表する機会を提供する。

③ 埋蔵文化財発掘調査の実施

○ 埋蔵文化財の適切な保存のため、発掘調査を着実に実施する。

１ 文化財の調査・指定

執 ・悉皆調査

行 「まつり行事」（県内14件）を調査・取りまとめ（平成24～26年度）

の ・県文化財指定

状 木造聖観音菩薩坐像１躯（徳泉寺）

況 吹上遺跡出土品1,320点（上越市）

小泊窯跡群出土品102点（佐渡市）

越後の凧合戦習俗（白根、三条、見附今町・長岡中之島）

２ 指定文化財の保存・継承

・県指定文化財への補助事業 計８件

建造物の保存修理事業３件、仏像の修復等事業２件

天然記念物の保護増殖事業２件、史跡の整備・活用事業１件

・国指定文化財への補助事業 計19件

建造物の維持管理費補助事業14件

国庫補助事業（保存・修理等）の県上乗せ補助５件
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・文化財保護指導委員活動

23人の保護指導委員による県内文化財の巡視活動を行った。

・伝承活動等の成果発表への支援事業

「関山の仮山伏棒遣いと柱松行事」の仮山伏保存会に関東ブロック

民俗芸能大会への派遣旅費の補助を行った。

３ 埋蔵文化財発掘調査事業

・試掘確認調査 14箇所 対象面積77,330㎡（H25：14箇所73,949㎡）

・発掘調査 11遺跡 調査面積81,653㎡（H25：８遺跡50,047㎡）

【阿賀野市境塚遺跡発掘調査風景】

【成果】◇ 現地調査を重ね県指定文化財に４件を指定した。

評 ◇ 国・県指定文化財の所有者等が行う事業に要する費用の一部

を助成し、文化財の保存・活用を図ることができた。

価 ◇ 文化財保護指導委員の巡視活動では合計777件の報告を受け、

そのうち、早急に何らかの対応が必要な95件については市町村

教育委員会に情報提供を行い早期の修理等につながった。

◇ 埋蔵文化財発掘事業では例年を上回る調査面積の依頼があっ

たが、すべての調査を実施した。

【課題】◇ 文化財の指定等を適切に進めるため、文化財調査を積極的に

進めていく。

◇ 計画的に保存整備等の支援ができるよう市町村教育委員会と

連携を密にしていく必要がある。

今 ○ 文化財の悉皆調査が十分でない分野の調査状況を踏まえ、未指定の文

後 化財について計画的な調査を実施する。

の ○ 経年劣化や自然災害等で傷んだ文化財の状況を文化財保護指導委員か

対 らの報告等で正確に把握するとともに、市町村教育委員会と連携を密に

応 しながら修理・修復を計画的に進める。
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展 ④ 公開・活用の充実

開 ○ 発掘成果や歴史資料などを県民に分かりやすく伝えるため、埋蔵文

方 化財センターや県立文書館等で文化財の活用を図る。

向 ⑤ 学校教育との連携

○ 郷土の宝である文化財への興味・関心を高め、ふるさとを愛する心

を育むため、青少年文化財講座の実施や校外学習の受け入れを進める。

公開活用・学校教育との連携状況

執 ・県民を対象とする主な文化事業への参加者数 （人）
行

の

状

況

・青少年文化財講座 中高生等25人（H25：56人）

文化財の実地学習やワークショップ等を通じて文化財への興味・関

心を高め、将来の文化財の保護・活用を担う人材を育成する。

・県立文書館職場体験等の受け入れ 中高生65人（H25：７人）

・県政記念館での校外学習の受け入れ 小学生31人（H25：40人）

【成果】◇ 越後国域確定1300年事業や古文書講座等を通じて、多くの県

評 民に本県の歴史を知る機会を提供できた。

価 【課題】◇ 学校教育との連携では、参加人数が減少傾向にあるため、メ

ニューの充実とともに、広報を更に強化する必要がある。

今 ○ 新潟県埋蔵文化財センターでの校外学習や青少年文化財講座等につい

後 て、体験メニューの見直しや広報の強化に努める。

の

対

応

H24 H25 H26

越後国域確定1300年事業 5,462 7,879 11,364

リレー講演会 1,095 789 963

親子考古学教室 107 172 122

まいぶん祭り 378 389 438

埋蔵文化財企画展・巡回展 3,776 6,300 9,673

遺跡ウォーキング 106 229 168

埋蔵文化財センターでの普及事業 7,255 7,453 8,600

発掘現地説明会等 461 740 1,681

埋文センター入館者 6,794 6,713 6,919

校外学習の受け入れ 2,262 1,910 1,599

文書館での普及事業（古文書講座等） 956 1,639 2,186

県政記念館入館者（イベント等） 17,443 16,642 17,793

31,116 33,613 39,943

事業の名称等

合計
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評 価
３ 県民が芸術文化に親しむ機会の提供

C

目指すもの

県民が多様な芸術文化に親しみ、心豊かな生活を実現するため、優れた

芸術鑑賞機会の充実を目指します。

〔ここに注目！！〕

・新潟県ゆかりの優れた作家を積極的に紹介したが、観覧者数が目標に達しなか

った

展 ① 魅力ある芸術鑑賞機会の提供

開 ○ 県立美術館において様々なジャンル・時代を代表する作品や県ゆか

方 りの優れた作家を紹介する展覧会を開催するとともに、ホームページ

向 等を活用した魅力ある情報発信を進め、美術館ファンの拡大に努める。

② 鑑賞を深めるための普及事業の充実

○ 県立美術館で展示する多様な芸術作品の理解を深めるため、作品の

解説会や美術鑑賞講座、ワークショップ等の様々な企画を展開すると

ともに、出前講座などのアウトリーチ活動の充実に努める。

③ 児童生徒の芸術文化活動への支援

○ 児童生徒に美術鑑賞の機会を提供し、鑑賞力を育てるため、県立美

術館における中学生以下の展覧会観覧料を引き続き無料とする。

○ 児童生徒の豊かな情操を育むため、ふれあい音楽教室やジュニア美

術展、器楽合奏大会など、多様な芸術文化活動の機会を提供する。

○ 高校生の豊かな人間性を形成し、芸術文化への愛好心を育むため、

高等学校総合文化祭等の芸術文化活動を支援する。

１ 県立美術館の事業

執 国内外の優れた美術作品の鑑賞機会を提供するため、県立近代美術館

行 及び万代島美術館において展覧会や教育普及事業等を実施した。

の

状

況

【黒井健展会場風景 近代美術館】 【近藤喜文展会場風景 万代島美術館】
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(1) 美術館展覧会：総観覧者数 177,406人（H25：298,187人）

執 ・近代美術館 観覧者数 69,802人（H25：157,899人）

行

の

状

況

・万代島美術館 観覧者数 107,604人（H25：140,288人）

(2) 教育普及事業

・作品解説会

近代美術館 52回 計259人（H25：42回 計426人）

万代島美術館 18回 計193人（H25：25回 計612人）

・美術鑑賞講座

展覧会に関連した内容や、美術史を分かりやすく解説

近代美術館 ７回 計135人（H25：６回 計186人）

万代島美術館 ３回 計 35人（H25：５回 計166人）

・美術講演会

展覧会の趣旨や作品への理解を深めるために開催

近代美術館 ２回 計345人（H25：７回 計 611人）

万代島美術館 ６回 計731人（H25：８回 計1,266人）

・団体来館への対応

学校などの要望に応じて、学芸員が作品解説等を行った。

近代美術館 106回 計4,307人（H25：80回 計2,921人）

万代島美術館 46回 計1,106人（H25：45回 計1,024人）

２ 児童生徒への美術鑑賞機会の提供

(1) 美術館における小・中学生の観覧者数[総観覧者数に占める割合]

6,675人[3.8％] （H25：17,341人[5.8％]、H24：6,177人[3.2％]）

企画展 開催期間 観覧者数

岩田正巳展 H26.4.1-4.13 1,611人

宮芳平展 H26.4.26-6.1 2,283人

法隆寺　祈りとかたち H26.7.5-8.17 39,038人

黒井健　絵本原画の世界展 H26.9.12-11.3 21,380人

コレクション・ストーリーズ H27.2.3-3.31 1,825人

常設展 全５期 3,665人

合計 69,802人

企画展 開催期間 観覧者数

梅佳代展 H26.4.1-5.6 7,872人

国立国際美術館コレクション H26.5.17-6.22 4,956人

近藤喜文展 H26.7.4-8.31 57,960人

伊藤若冲と京の美術 H26.9.13-11.3 19,620人

トーベ・ヤンソン展 H27.2.28-3.31 14,436人

所蔵品展 H26.11.22-H27.2.11 2,760人

合計 107,604人
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(2) 美術館における高校生の観覧料減免申請による観覧者数

14校 529人 （H25：19校 775人、H24：10校 1,418人）

３ 児童生徒への芸術文化活動の支援

(1) ふれあい音楽教室の開催

・山形交響楽団による

オーケストラ公演

６公演（H25：６公演）

・リコーダーとリュートによる

小コンサート

10公演（H25：10公演）

【ふれあい音楽教室オーケストラ公演（比角小学校）】

(2) 新潟県学校器楽合奏大会の開催（12団体が参加）

(3) 新潟県ジュニア美術展覧会の開催（応募数33,806点）

４ 高等学校総合文化祭等への派遣の支援

全国高等学校総合文化祭等に参加する生徒の宿泊費の一部を補助する

ことにより芸術文化活動への支援を行った。

【成果】◇ 美術館展覧会では、県立美術館の使命の一つである郷土の作

評 家を積極的に紹介した。また、万代島美術館では、独自企画の

ジブリ関連の企画展により新規来館者層を開拓した。

価 ◇ 教育普及事業では、作品解説会や美術講演会等の実施をとお

して芸術作品の理解を深める機会を展覧会に応じて提供した。

◇ 第38回全国高等学校総合文化祭で新潟県の生徒が自然科学部

門で文化庁長官賞、書道部門で特別賞と奨励賞を受賞した。

【課題】◇ 美術展観覧者数は、20周年記念事業「ルーベンス展」等を実

施した前年度と比較して大きく減少した。県民のニーズをさら

に的確にとらえ、魅力ある展覧会の開催を実現する必要がある。

◇ 鑑賞を深めるための普及事業について、引き続き充実してい

く必要がある。

◇ 児童生徒の芸術文化活動への支援を引き続き行っていく必要

がある。

今 ○ 西洋絵画や日本美術、県ゆかりの優れた作家を紹介するバランスのと

後 れた展覧会を開催するとともに、新規来館者層を開拓する展覧会の企画

の を促進する。

対 ○ 展覧会に応じた鑑賞を深めるための様々な企画や、学校等の要望を踏

応 まえた作品解説などにより、学びの機会の充実を図る。

○ 児童生徒の芸術文化の鑑賞や体験活動の機会を増やすため、各種事業

の積極的な周知に努め、これらの事業を通じて引き続き支援を行う。
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評 価
４ 競技スポーツの振興

B

目指すもの

ジュニア選手の育成や指導者の配置などにより、競技水準の向上を図り、

新潟から全国やオリンピックなど世界で活躍できる選手を育成するととも

に、スポーツの普及・振興を目指します。

〔ここに注目！！〕

・国際大会で12人のアスリートがメダルを獲得

展 ① 体協・市町村等と連携した強化体制の充実

開 ○ (公財)新潟県体育協会（以下「体協」という。）や市町村等と連携

方 し、競技団体の運営・指導体制を強化するための効果的な支援を行う。

向 ② トップアスリートの育成・強化

○ 素質ある選手や高い競技力を有するチームを指定して、強化活動等

を支援し、トップアスリート育成・強化の取組を推進する。

③ 指導者の配置、指導力の向上

○ 体協や競技団体等と連携を図り、優秀な指導者を確保又は育成によ

り、指導力の向上と一貫指導体制の整備を推進する。

１ 体協・市町村等と連携した強化の取組

執

行

の

状

況

対象
⑴　ジュニア選手の育成・強化支援
競技団体実施のジュニア選手強化 38競技
市町村主体で実施するジュニア選手の育成・強化 12市町村11競技

⑵　国体選手強化支援
強化練習会や強化合宿の実施 40競技
競技スポーツ選手の体力測定、分析を実施 40競技
国体・北信越国体への選手団派遣 605人･785人

⑶　強化指定校及び社会人スポーツの強化活動支援
育成拠点となる高校を指定し強化活動を支援 42校、28競技
企業チーム及び社会人チームの活動支援 12団体

⑷　新潟から世界へ夢プロジェクト
世界での活躍が期待できる本県選手を選抜し、 ３競技
強化活動を支援(スキー､ボート､水球)

⑸　オリンピック選手育成
新潟からオリンピック選手の輩出を目指し、 60人指定
指定選手の強化を支援 26人支援

⑹　育成指導者の配置
優秀な競技実績を有する指導者を学校や地域等に配 18人
置して、ジュニア選手の競技力向上の推進等を実施

⑺　トップコーチ等招へい
オリンピック選手の育成・強化を目的に、強化指定 １人
選手を対象に指導 水球

事業及び事業内容
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２ 第69回国民体育大会の成績

男女総合成績（天皇杯）40位 女子総合成績（皇后杯）39位

【成果】◇ ジュニア選手の世界大会出場（3競技延べ4人）

評 ◇ 社会人スポーツ支援選手の活躍

アジア大会準優勝(3競技延べ6人)・全国大会出場(2チーム)

価 ◇ オリンピック強化指定選手の活躍

スキー：ワールドカップ種目別総合優勝

水 泳：水球アジア大会準優勝・競泳アジア大会３位

◇ 新潟から世界へ夢プロジェクト

水 球：日本選手権準優勝 スキー：高校選抜大会３位

◇ 優秀指導者（育成指導者）の配置

全国中学校体育大会相撲競技会団体準優勝（能生中）

【ニューイヤー駅伝で力走する選手】 【全中大会で団体準優勝の能生中】

【課題】◇ 国民体育大会男女総合成績10位台の定着等に向けた競技力向

上には、更なる関係者・団体の理解と協力を得ながら、取組を

推進する必要がある。

・第69回国民体育大会結果の分析に基づいた、少年種別や女子

種別及び団体競技の強化

・ジュニア選手育成のため、地域の指導体制強化や高校部活動

の拠点化による強化推進などの、一貫指導体制の強化

・県内企業等の協力による社会人優秀選手の確保及び本県への

定着に向けた仕組づくり

今 ○ 国体選抜チームの早期編成と、計画的強化の実施により、団体競技の

後 強化を図る。特に少年種別や女子種別の強化を重点的に実施する。

の ○ 競技団体や市町村等が実施するジュニア強化活動に対し効果的な支援

対 を行う。

応 ○ 高校スポーツ強化指定校の指定による強化の拠点化を推進する。

○ 優秀選手及び優秀指導者の確保に向け、受入れ企業や団体の拡大に努

め、優秀選手等の本県定着を推進する。

○ 指導者講習会への参加や、日本体育協会公認の指導者ライセンス取得

の奨励などにより、ジュニア選手を指導する指導者の資質向上に努める。
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展 ④ 県立スポーツ施設の活用

開 ○ 競技団体のニーズを踏まえ、施設の環境の改善等に努めることによ

方 り、大会や合宿などの活用を促進する。

向 ○ 合理的かつ安全に強化活動を行うため、トレーニングができる「健

康づくり・スポーツ医科学センター」の活用を促進する。

１ 県立社会体育施設及び県立スポーツ施設の管理運営

執 (1) すべての施設について、適切な管理運営を行った。

行 (2) 施設設備の老朽化については、優先順位をつけ、計画的な対応を行

の った。

状 (3) 県立社会体育施設の利用状況 （人）

況 施設名 H24 H25 H26

胎内ライフル射撃場 1,741 2,120 1,634

石打丸山シャンツエ 312 339 309

妙高高原赤倉シャンツエ 1,260 1,518 1,717

津川漕艇場 15,070※ 8,560 7,052

柏崎アクアパーク 61,895 64,949 61,213

※全国高校総体開催による利用者を含む。

【胎内ライフル射撃場、（ナショナルチーム選考会）】 【妙高高原赤倉シャンツエ】

【津川漕艇場、（全国高校総体）】 【柏崎アクアパーク、（日本選手権水泳競

技大会（水球競技））】
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(4) 県立スポーツ施設の利用状況 （人）

施設名 H24 H25 H26

ダイエープロビス 194,456※ 192,445 193,481

フェニックスプール

健康づくり・ 34,605 40,584 43,841

スポーツ医科学センター

（競技力向上利用） （7,970） （9,204） （9,418）

（一般利用） （26,635） （31,380） （34,423）

※全国高校総体及びジュニアオリンピック開催による利用者を含む。

【ダイエープロビスフェニックスプール】 【健康づくり・スポーツ医科学センター】

２ 県立武道館（仮称）設置の取組

基本計画を平成26年12月に公表し、PFI導入可能性調査を開始した。

【成果】◇ 県立社会体育施設は、一定の利用がなされている。

評 ◇ ダイエープロビスフェニックスプールは、これまでの広報活

動等により認知度があがり、利用者数は順調に伸びている。

価 ◇ 健康づくり・スポーツ医科学センターは、広報活動や情報誌

等による施設紹介により、一般利用が増加した。

【課題】◇ 一定の利用があるものの、利用者数が伸び悩んでいる施設が

ある。

◇ 県立武道館（仮称）については、多くの県民に利活用される

施設にする必要がある。

今 ○ 競技団体や市町村と連携し、大会・合宿の誘致等を行うとともに、広

後 報活動を充実させ、更なる施設の利用促進に努める。

の ○ 建物・設備の老朽化や緊急度を施設ごとに検証し、計画的な修繕を行

対 うなど、サービス水準の向上に努める。

応 ○ 県立武道館（仮称）については、2019年末の完成に向けて、着実に取

組を進める。


